
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
六
十
九
号 

平
成
二
八
年 

五
月
一
日
発
行    

    

    

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

熊
本
地
震

熊
本
地
震

熊
本
地
震
にににに
よ
り
よ
り
よ
り
よ
り
被
災
被
災
被
災
被
災
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
方
々
方
々
方
々
方
々
にににに    

心心心心
か
ら
お

か
ら
お

か
ら
お

か
ら
お
見
舞
見
舞
見
舞
見
舞
いいいい
申申申申
しししし
上上上上
げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す

げ
ま
す
。。。。    

四
月
十
四
日
夜

四
月
十
四
日
夜

四
月
十
四
日
夜

四
月
十
四
日
夜
にににに
発
生
発
生
発
生
発
生
しししし
、、、、
今今今今
もももも
熊
本
県

熊
本
県

熊
本
県

熊
本
県
をををを
中
心
中
心
中
心
中
心
にににに
地
震
地
震
地
震
地
震
がががが
相
次
相
次
相
次
相
次
ぎぎぎぎ
被
害
被
害
被
害
被
害
のののの
拡
大
拡
大
拡
大
拡
大
を
し
て

を
し
て

を
し
て

を
し
て

い
る
い
る
い
る
い
る
「「「「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
。
」
。
」
。
」
。
宗
門
内

宗
門
内

宗
門
内

宗
門
内
のののの
寺
院
寺
院
寺
院
寺
院
、、、、
門
信
徒

門
信
徒

門
信
徒

門
信
徒
もももも
大大大大
き
な
き
な
き
な
き
な
被
害
被
害
被
害
被
害
をををを
受受受受
けけけけ
、、、、

熊
本
熊
本
熊
本
熊
本
教
区
教
区
教
区
教
区
のののの
門
信
徒
十
三
人

門
信
徒
十
三
人

門
信
徒
十
三
人

門
信
徒
十
三
人
がががが
亡亡亡亡
く
な
く
な
く
な
く
な
ら
れ
ま
し
た

ら
れ
ま
し
た

ら
れ
ま
し
た

ら
れ
ま
し
た
。。。。
建
物
建
物
建
物
建
物
のののの
被
害
被
害
被
害
被
害
はははは
、、、、
熊
本
熊
本
熊
本
熊
本
・・・・
大
分
大
分
大
分
大
分
な
ど
な
ど
な
ど
な
ど

各
教
区

各
教
区

各
教
区

各
教
区
三
一
〇

三
一
〇

三
一
〇

三
一
〇
ヵヵヵヵ
寺寺寺寺
にににに
上上上上
りりりり
、、、、
熊
本
教
区

熊
本
教
区

熊
本
教
区

熊
本
教
区
で
は
で
は
で
は
で
は
六六六六
ヵヵヵヵ
寺寺寺寺
のののの
本
堂
本
堂
本
堂
本
堂
がががが
全
壊
全
壊
全
壊
全
壊
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
。。。。
甚
大
甚
大
甚
大
甚
大
なななな

被
害
被
害
被
害
被
害
をををを
受受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
門
信
徒

門
信
徒

門
信
徒

門
信
徒
・・・・
寺
族
寺
族
寺
族
寺
族
はははは
現
在
現
在
現
在
現
在
もももも
避
難
生
活

避
難
生
活

避
難
生
活

避
難
生
活
をををを
強強強強
い
ら
れ
て
い
ま
す

い
ら
れ
て
い
ま
す

い
ら
れ
て
い
ま
す

い
ら
れ
て
い
ま
す
。。。。    

    

一
日
一
日
一
日
一
日
もももも
早早早早
いいいい
安
定
安
定
安
定
安
定
のののの
日日日日
がががが
来来来来
る
こ
と
を

る
こ
と
を

る
こ
と
を

る
こ
と
を
願願願願
い
ま
す

い
ま
す

い
ま
す

い
ま
す
。。。。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合合合合    

掌掌掌掌    

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●●    

今
月
号
か
ら
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
七
人
の
高
僧
に
よ
る
、
本
願
の
念
仏
に
つ
い
て

の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
「
依
釈
段
」
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前

に
な
ぜ
親
鸞
聖
人
は
数
多
く
お
ら
れ
る
高
僧
の
中
か
ら
こ
の
七
人
を
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
こ
の
方
々
が
自
ら
阿
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
を
喜
び
、
往
生
を
願
い
、
著
述

が
あ
り
、
独
自
の
説
明
を
加
え
ら
れ
た
方
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

今
回
は
そ
の
中
の
一
人
イ
ン
ド
の
龍
樹
菩
薩
の
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

印
度
西
天
之
論
家
・
・
イ
ン
ド
に
出
ら
れ
た
論
家
（
龍
樹
・
天
親
菩
薩
）
が
た 

中
夏
日
域
之
高
僧
・
・
中
国
・
日
本
の
高
僧
（
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
源
信
・
源
空
）
が

た
は 

顕
大
聖
興
世
正
意
・
・
お
釈
迦
様
（
大
聖
）
が
こ
の
世
に
出
ら
れ
た
本
意
（
正
意
）
を
あ

ら
わ
し 

明
如
来
本
誓
応
機
・
・
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
（
本
誓
）
は
末
世
の
私
の
た
め
の
も
の
だ
と

明
ら
か
に
さ
れ
た 

釈
迦
如
来
楞
伽
山
・
・
お
釈
迦
様
は
、
イ
ン
ド
の
楞
伽
山
に
お
い
て 

為
衆
告
命
南
天
竺
・
・
多
く
の
人
々
の
た
め
に
告
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
南
イ
ン
ド
（
南
天

竺
）
に 

龍
樹
大
士
出
於
世
・
・
龍
樹
菩
薩
と
い
う
お
か
た
が
世
に
で
ら
れ
て 

悉
能
摧
破
有
無
見
・
・
「「「「
有
無
有
無
有
無
有
無
のののの
見見見見
」」」」
こ
と
ご
と
く
、
う
ち
や
ぶ
り 

宣
説
大
乗
無
上
法
・
・
大
乗
大
乗
大
乗
大
乗
の
こ
の
う
え
も
な
い
教
え
（
法
）
を
説
き
の
べ 

証
歓
喜
地
生
安
楽
・
・
歓
喜
地

歓
喜
地

歓
喜
地

歓
喜
地
を
さ
と
り
、
安
楽
（
浄
土
）
に
往
生
す
る
だ
ろ
う
、
と 

顕
示
難
行
陸
路
苦
・
・
難
行
難
行
難
行
難
行
の
陸
地
を
進
む
の
は
苦
し
い
と
あ
ら
わ
さ
れ
た
龍
樹
菩
薩
は 

信
楽
易
行
水
道
楽
・
・
易
行
易
行
易
行
易
行
の
船
の
旅
（
易
行
の
水
道
＝
信
心
）
の
楽
し
き
こ
と
を
す
す

め
ら
れ 

憶
念
弥
陀
仏
本
願
・
・
阿
弥
陀
仏
の
本
願
（
第
十
八
願
）
を
信
ず
れ
ば 

自
然
即
時
入
必
定
・
・
信
心
を
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
必
ず
仏
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
た

位
に
入
る 

唯
能
常
称
如
来
号
・
・
だ
か
ら
、
た
だ
よ
く
常
に
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
を
称
え
て 

応
報
大
悲
弘
誓
恩
・
・
す
べ
て
の
人
々
を
救
っ
て
下
さ
る
大
悲
の
恩
を
報
ぜ
よ
と
の
べ
ら

れ
た 

（
法
蔵
館
正
信
偈
も
の
知
り
帳
・
レ
ッ
ツ
正
信
偈
参
考
） 

【
解 

説
】 

●
「「「「
有
無
有
無
有
無
有
無
のののの
見見見見
」」」」
「
有
の
見
」
は
、
も
の
の
実
在
に
固
執
す
る
見
解
。
「
無
の
見
」
は
、

虚
無
に
こ
だ
わ
る
見
解
。
龍
樹
菩
薩
は
、
「
有
見
」
「
無
見
」
の
両
方
の
考
え
を
除
い
て
、

事
実
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

    
●●●●
大
乗
大
乗
大
乗
大
乗
［
大
き
な
乗
り
物
］
と
い
う
意
味
。
す
べ
て
の
人
々
を
迷
い
の
世
界
か
ら
悟
り
の

世
界
に
運
ぶ
と
い
う
意
味
で
、
大
き
な
乗
り
物
に
た
と
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
乗
仏

教
の
代
表
的
な
僧
が
龍
樹
菩
薩
・
天
親
菩
薩
（
後
に
で
て
き
ま
す
）
で
あ
り
ま
す
。 

    

●●●●
歓
喜
地

歓
喜
地

歓
喜
地

歓
喜
地
必
ず
成
仏
す
る
と
い
う
位
に
至
る
の
で
、
歓
喜
が
生
ず
る
の
で
歓
喜
地
と
い
う
。 

    

●●●●
難
行
易
行

難
行
易
行

難
行
易
行

難
行
易
行
龍
樹
菩
薩
は
、
仏
道
を
難
行
道
（
自
力
修
行
で
さ
と
り
を
え
る
道
）
と
易
行



道
（
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
道
）
と
に
分
け
る
と
い
う
「
難
易
二
道
」

を
説
か
れ
ま
し
た
。
陸
の
道
を
重
い
荷
物
を
持
っ
て
旅
す
る
の
は
難
し
い
道
を
難
行
道
、

水
上
を
船
に
乗
っ
て
行
く
旅
は
重
い
荷
物
が
あ
っ
て
も
快
適
な
道
で
あ
る
易
行
道
と
例
え

ら
れ
、
易
行
道
を
勧
め
ら
れ
た
。    

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆ 

①
四
月
三
日
（
日
）
春
季
永
代
経
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
午
後
二
時
か
ら
西
光
寺
講

の
追
弔
会
を
行
い
、
皆
さ
ん
で
阿
弥
陀
経
の
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
亡
き
故

人
を
偲
び
お
焼
香
を
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
春
季
永
代
経
法
要
。
午
後
七
時
か
ら
は

皆
さ
ん
で
正
信
偈
行
譜
六
首
引
の
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
よ
そ
五
〇
名
の
ご
門

徒
の
方
々
と
共
に
先
人
を
偲
ぶ
大
切
な
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
布
教
師
の
方
は
同
じ
茨
木
東
組
の
お
寺
で
あ
る
専
念
寺
の
新
発
意
（
副
住
職
）
の

髙
島
幸
博
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
御
法
話
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
聴
聞
致
し
ま
し
た
。
ま
だ

布
教
使
に
な
ら
れ
て
日
が
浅
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
楽
し
く
分
か
り
や

す
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

②
四
月
二
十
三
日
（
土
）
西
光
寺
本
堂
に
て
平
成
二
十
八
年
度
西
光
寺
講
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
総
代
・
役
員
・
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
会
計
報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
西
光
寺
行
事
予
定
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
最
後
に
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。 

昨
年
六
月
に
ご
門
主
（
本
願
寺
の
住
職
）
が
変
わ
ら
れ
た
事
に
際
し
『
伝
灯
奉
告
法
要
』

が
平
成
二
十
八
年
十
月
か
ら
執
り
行
わ
れ
る
事
と
な
り
、
全
国
の
お
寺
に
ご
懇
志
の
依
頼

が
本
願
寺
よ
り
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
懇
志
に
つ
い
て
の
大
事
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
代
会
・
役
員
会
で
話
し
合
い
、
そ
し
て
お
集
ま
り
に
な
ら
れ
た
講
員
の
方
々
の
了
承

を
得
て
、
こ
の
懇
志
を
西
光
寺
講
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
に
ご
負
担
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
決
定
致
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
か
り
し
ま
し
て
ご
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

各
一
軒
に
『
お
願
い
』
の
紙
を
配
布
さ
せ
て
頂
き
、
六
月
六
月
六
月
六
月
中
旬
中
旬
中
旬
中
旬
に
各
垣
内
の
役
員
が
集

め
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
お
一
人
お
一
人
に
は
ご
負
担
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
一
期
一
会
の
ご
勝
縁
を
大
切
に
受
け
と
め
て
い
た
だ
き
御

理
解
下
さ
い
ま
す
こ
と
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

③
今
年
の
六
月
八
日
（
火
）
か
ら
九
日
（
水
）
、
茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
バ
ス
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
茨
木
東
に
あ
る
十
八
ヵ
寺
の
お
寺
の
団
体
が
、
各
お
寺
と
御
門
徒
の

皆
様
で
行
く
一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行
で
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
神
戸
・
淡
路
島
を
訪
ね
ま
す
。
本
願
寺
神
戸
別
院
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
薫
寿
堂
に
て
お
香
作
り
、
洲
本
温
泉
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
に
て
宿
泊
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
で
昼
食
・
散
策
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
皆
様
と
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

参
加
費
は
三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円
、
締
切
は
五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
五
日
（（（（
水水水水
））））
・
西
光
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
頂
き
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

合 

掌 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 
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